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みなべ町臨時職員募集
　みなべ町千里ヶ丘球場及び町内社会体育施設における管理職員を次のとおり募集します。
　社保など各種保険制度があります。

募 集 人 員	 １名　　※書類審査後、面接を行います。
応 募 資 格 	普通自動車免許（AT車限定免許を除く）　
	 ※施設管理機（草刈り機、トラクター、芝刈り機、動力噴霧器等）の機械操作が伴う
	 　管理作業があります。
募 集 期 間 	令和2年２月３日（月）～２月１３日（木）
	 午前８時３０分～午後５時まで（土・日・祝日を除く）
提 出 書 類 	履歴書
提 　 出 　 先 	 みなべ町教育委員会教育学習課社会体育係
	 〒645‐0026　みなべ町谷口301‐4（生涯学習センター内）
	 ※応募は郵送でも可。ただし、２月１３日（木）までに必着のこと。
採用予定期間	 令和２年４月１日～令和３年３月３１日

　業務内容等くわしくは、教育学習課 社会体育係（℡ 74－３１３４）へお問い合わせください。

安
全・安
心
な
保
育
環
境
を
め
ざ
し
て

　
　

～ 

新
こ
ど
も
園
を
高
台
へ 

～

る
こ
と
の
で
き
る「
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
」と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
建
築
、
運
営
は
社

会
福
祉
法
人
イ
エ
ス
団
愛
之
園
保
育

園
が
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。
民
間
団

体
が
整
備
、
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ
り

国
の
資
金
や
制
度
が
活
用
で
き
、
統

合
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
財
源
を
子
育
て

支
援
事
業
全
般
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　

町
で
は「
第
2
次
み
な
べ
町
長
期
総

合
計
画
」に
お
い
て
安
全
・
安
心
な
子

育
て
環
境
の
整
備
と
し
て
、
今
後
予

想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ

る
津
波
災
害
を
想
定
し
、
海
岸
線
に

近
い
南
部
幼
稚
園
、
南
部
保
育
所
、

愛
之
園
保
育
園
の
高
台
への
移
転
整
備

を
緊
急
の
課
題
と
し
て
い
ま
す
。　

　
３
園
の
移
転
先
は
広
報
１
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
東
吉
田
・
南
道
小
山
田

地
区
の
防
災
拠
点
エ
リ
ア
内
で
、
開
園

は
令
和
４
年
４
月
の
予
定
で
す
。

　
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安

心
な
環
境
で
健
や
か
に
成
長
し
、
質
の

高
い
教
育
・
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
と
さ
ま

ざ
ま
な
協
議
を
重
ね
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
と
し

て
社
会
福
祉
法
人
イ
エ
ス
団
愛
之
園

保
育
園
が
開
設

　

施
設
は
３
園
を
１
園
に
統
合
し
、

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育（
幼
稚

園
）と
保
育（
保
育
所
）の一体
的
な
提

供
を
行
い
、
保
護
者
の
就
労
状
況
等

を
問
わ
ず
に
柔
軟
に
子
ど
も
を
受
入
れ

新こども園　園舎完成イメージ図

新こども園の整備計画

　敷地面積　約5,000㎡　園舎　鉄骨造　平屋建　延床面積　2,350㎡　
　園庭　面積　約2,000㎡　　　　

移転する3園の概要

緊
急
災
害
時
に
は

「
一
時
避
難
場
所
・
福
祉
避
難
所
」

と
し
て
も
活
用

　

施
設
は
イ
エ
ス
団
愛
之
園
保
育
園

が
整
備
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
開
設
場
所
は
町
民
の
命
を
守
る

防
災
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
重
要

な
場
所
で
す
。
ま
た
、
建
築
に
は
町
も

支
援
を
す
る
こ
と
か
ら
、
災
害
発
生
時

に
は
一
時
避
難
場
所
と
な
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
避
難
生
活
が
必
要
と
な
っ
た

際
に
は
配
慮
が
必
要
な
方
々
の
福
祉
避

難
所
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
な

避
難
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
拠
点
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
教
育
学
習
課 

幼
児
教
育
室（
℡ 

74 

‐ 

３
７
３
８
）へ
。

教
育
・
保
育
内
容
等
に
つ
い
て

　

教
育
・
保
育
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
同
保
育
園
と
協
議
を
行
い
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
で
は
入
所
し
て
い
な
い
お

子
さ
ん
を
一
時
的
に
預
か
る
一
時
保

育
事
業
や
児
童
発
達
支
援
事
業
、
休

日
の
園
庭
開
放
な
ど
も
併
せ
て
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
他
、
町
で
は
隣
接
に
子
育
て
世

帯
の
交
流
拠
点
施
設
と
な
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

新こども園 定員（予定）



4広報みなべ 2020.2広報みなべ 2020.25

　
　
県
消
防
協
会
総
裁
感
謝
状

　
　
み
な
べ
町
長
感
謝
状　
　

　
第
４
分
団 

団　
員	

丸
山
誠
悟

　
第
６
分
団  　

 

〃	

谷
城
守
昭

　
第
３
分
団　
　
村
哲
也

　
第
４
分
団　
羽
柿
友
祐

　
第
５
分
団　
寺
本
直
輝

　
第
５
分
団　
中
村
泰
三

　
第
６
分
団　
亀
山　
等

　
第
８
分
団　
田
中
博
也

　
第
８
分
団　
山
本
宗
一
郎

令
和
２
年 

み
な
べ
町
消
防
団
出
初
式

　
１
月
５
日（
日
）、
町
民
運
動
広
場

（
気
佐
藤
）で
消
防
団
員
２
６
８
名
が

出
動
し
て
、
令
和
２
年
み
な
べ
町
消
防

団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
旗
を
先
頭
に
消
防
団
員
が
分
列

行
進
で
入
場
し
、
式
典
で
は
、
竹
田

団
長
と
町
長
の
挨
拶
に
続
き
、
永
年

勤
続
者
の
表
彰
や
退
職
消
防
団
員
へ

感
謝
状
の
贈
呈
、
新
入
消
防
団
員
の

紹
介
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
西
本
庄
、
須
賀
橋

近
く
の
河
川
敷
に
移
動
し
、
全
分
団

に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
20
年
勤
続
表
彰　
　
　
　
　
　
　

　

 　
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

　
第
３
分
団 

副
分
団
長	

前
田
信
治

　
第
３
分
団 

班　
長	

西
村　
篤

　
第
１
分
団 

団　
員	

平
野
貴
史

　
第
５
分
団　
　
〃	

月
向
正
美

　
第
７
分
団　
　
〃	

道
上
篤
司

　
第
７
分
団　
　
〃	

古
家　
豊

▼
10
年
勤
続
表
彰　
　
　
　
　
　
　

　
　
日
高
地
域
消
防
協
会
会
長
表
彰

　
第
２
分
団 

団　
員	

谷
口　
悟

　
第
３
分
団  　

 

〃 	

岩
㟢
晴
彦

　
第
３
分
団  　

 

〃	

舩
本
功
一

　
第
３
分
団  　

 

〃	

石
丸　
全

　
第
３
分
団  　

 

〃	

中
川 

雄
太

　
第
４
分
団  　

 

〃	

三
尾　
猛

　
第
４
分
団  　

 

〃	

小
森
昭
治

　
第
５
分
団  　

 

〃	

山
本　
譲

　
第
６
分
団  　

 

〃	

佐
々
木
浩
司

　
第
７
分
団  　

 

〃	

宮
本
磨
紀
雄

　
第
７
分
団  　

 

〃	

舩
山　
守

　
第
８
分
団  　

 

〃	

清
水
信
行

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん　
［
敬
省
略
］

退
団
者
へ
の
感
謝
状

新
入
団
員
の
皆
さ
ん

分列行進

　20年勤続表彰された皆さん

10年勤続表彰された皆さん

新入団員の皆さん 退団者

町営住宅の入居者を募集します
■入居募集住宅

•猪野西部団地は南部保育所の近く、新田団地は駅前。
•収入基準(月額) ＝ (申込者及び同居する親族全員の平成29年分合計所得－公営住宅法で定める世帯控除額)÷１２
•裁量世帯とは、	○申込者が昭和35年4月1日以前生まれで、かつ、同居する親族のいずれもが昭和35年4月1日以前生まれ　　　　	
	 　又は18歳未満である世帯
	 ○申込者又は同居する親族が、身体障がい者手帳(１〜４級)の交付を受けている世帯
	 ○同居する親族に小学校就学前の子どもがいる世帯　など
※猪野西部団地の４ＤＫの内１戸は増築の部屋がある特殊な間取りの住宅。
　■募集期間
  令和２年２月３日(月)～２月１４日(金)　午前8時30分から午後5時15分まで（土・日・祝日を除く）
　■入居可能日
　令和２年３月中旬（予定）
　■資格要件
① １年以上みなべ町内に住所又は勤務場所を有すること。
② 現に同居し、又は同居しようとする親族がいること。
③ 市町村税又は町営住宅の家賃を滞納していない者であること。
④ 現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。
⑤ 申込者又は現に同居し、若しくは同居しようとする親族が暴力団員でないこと。
⑥ 井之台１ＤＫは、単身者の場合60歳以上の方(または昭和34年4月1日以前に生まれた方)、身体障害者手帳
1級から4級までの交付を受けている方など　※今回の募集はありません。

　■必要書類
　① 入居申込書、宣誓及び同意書　＊用紙は役場建設課にあります
　② 申込者及び同居する親族全員の住民票
　③ 申込者及び同居する親族全員の平成31年度所得証明書
　④ 申込者及び同居する親族全員の市町村税に未納がない証明書
　⑤ その他、町が必要とする書類
　■申込書類提出先
　みなべ町役場 建設課（TEL ３３-９３７０）　
　■選考方法
　募集締切後、町営住宅選考委員会で入居資格等の審査を行い、原則、公開抽選を行います。
　■その他
　申込み資格要件に該当しない場合や、提出書類に不備がある場合は受け付けできません。
　申込みを希望される方は、事前に役場建設課で資格要件、必要書類等をご確認ください。
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　石井さんは平成16年5月から現在に至るまで、赤松さんは平成10年11月から現在に至るまで保護司として活動されて
います。
　保護司は犯罪や非行によって保護観察を受けた人の社会復帰と再犯防止のための力となり、更生を手助けする非常
勤の国家公務員です。
　このほど、石井さんと赤松さんは保護司としての功績が特に顕著であるということで、法務大臣表彰を受賞されました。

　築山さん（南部中学校３年生）が12月25日～28日に
大阪市で開催された第33回全国都道府県対抗中学
バレーボール大会に出場されました。
　和歌山県の代表としてプレーし、攻守に活躍されま
したが、結果は予選リーグ敗退となりました。
　築山さんは「レベルの高いチームと試合ができて、
とてもいい経験ができました。課題となるところも見つ
かったので、この経験をいかし、高校でも頑張っていき
たいです。」と話してくれました。

紀南生コンクリート協同組合
　12月16日、町と紀南生コンクリート協同組合（池田
尚仁理事長）は「災害時の消防用水等の確保に関す
る協定」を結びました。
　この協定は町内で災害が発生した際に、飲料水を除
く生活用水や消防用水の供給要請に対し、紀南生コン
クリート協同組合が用水を供給するとの内容となって
います。水利が少ない山林火災等ではミキサー車で搬
送する水（大型車で約5トンを積載）が、消火活動にい
かされます。

和歌山弁護士会
　12月16日、町と和歌山弁護士会（廣谷行敏会長）は
「災害時の法律相談業務等に関する協定」を結びま
した。
　この協定は町内で災害が発生した際に、町が法律
相談会を開く場合、弁護士会は無料で弁護士を派遣
し、弁護士会が災害ADR（裁判外紛争解決手続き）
を実施する場合、みなべ町での開催場所の確保等に
協力するとの内容となっています。地震や台風などに
伴って起こるトラブルへの早期の解決につなげます。

　１月４日（土）、令和２年みなべ町成人式が、ホテル＆リゾーツ和歌山みなべで行われ、振り袖やスーツに身を包んだ
１２９名の新成人が出席されました。
　今年の新成人は、平成１１年４月２日から平成１２年４月１日生まれの方で、男性７９名、女性７８名の計１５７名です。
　式典では、小谷町長、下村町議会議長から、それぞれお祝いの言葉が贈られ、それに応えて成人式実行委員長の
坂口賦さんが謝辞を述べられました。
　式典の後は、全員で記念撮影をしました。

石
いしい

井清
きよずみ

澄さん、赤
あかまつ

松宗
そうてん

典さんが法務大臣表彰を受賞 築
つきやま

山実
みなみ

波さんが都道府県対抗中学バレーボール大会に出場

災害時の協定を結ぶ

令和２年 みなべ町成人式

石井清澄さん 赤松宗典さん
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南
部
長
寿
大
学
が
、
来
年
度
の
新

入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

南
部
長
寿
大
学
で
は
、
健
康
や
娯

楽
、
文
化
や
歴
史
な
ど
の
学
習
を
通

し
て
、
高
齢
者
の
友
人
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
て
、
素
敵
な
出
会
い
や
生
き

が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

資　
　

格　

原
則
と
し
て
南
部
・
岩

代
公
民
館
管
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方（
た
だ
し
、
上
記
以
外
の
方
で

入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。）

費　
　

用　
原
則
と
し
て
無
料（
※
研

修
等
必
要
に
応
じ
て
実
費
必
要
）

学
習
内
容　

原
則
と
し
て
月
１
回
、

健
康
・
歴
史
・
文
化
・
社
会
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
見
学
な
ど
の

講
座
を
行
い
ま
す
。

申
込
み　

２
月
末
ま
で
に
、
南
部
公

民
館（
片
町・℡
72 

‐ 

１
４
０
０
）へ
。

　

御
坊
税
務
署
内
の
申
告
書
作
成

会
場
の
開
設
は
、
令
和
２
年
２
月
17

日（
月
）か
ら
３
月
16
日（
月
）ま
で
で

す
。

　
ま
た
、
申
告
相
談
の
受
付
時
間
は
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
相
談
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

期
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
税
と
贈
与
税
の
申
告
及
び
納

税
期
限
は
、
３
月
16
日（
月
）で
す
。

※
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
納
税
を
ご

利
用
の
方
の
振
替
納
付
日
は
４
月
21
日

（
火
）に
な
り
ま
す
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告

及
び
納
税
期
限
は
、
３
月
31
日（
火
）

で
す
。

※
預
金
口
座
か
ら
の
振
替
納
税
を
ご

利
用
の
方
の
振
替
納
付
日
は
４
月
23
日

（
木
）に
な
り
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、

そ
の
車
両
の
所
有
者
登
録
を
し
て
い
る

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
車
両
の
廃
車
や
譲
渡

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
３
月
末

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
盗

難
な
ど
で
車
両
を
紛
失
し
た
場
合
も
、

そ
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
車
両
の
種
類
と
届
け
出
先

◆
小
型
特
殊
自
動
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
）、
１
２
５
cc
以
下
の
原
動
機
付

自
転
車
は
、
役
場
税
務
課 

（
℡
72 

‐ 

２
１
６
２
）へ
。

◆
１
２
５
cc
を
超
え
る
二
輪
車
は
、

和
歌
山
運
輸
支
局（
℡
０
５
０ 

‐ 

５
５
４
０ 

‐ 

２
０
６
５
）へ
。

◆
軽
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
検
査

協
会
和
歌
山
事
務
所（
℡
０
５
０ 

‐ 

３
８
１
６ 

‐ 

１
８
４
６
）へ
。

　

町
が
令
和
２
年
度
に
発
注
す
る
建

設
工
事
の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

町
内
業
者
の
方
の
２
年
ご
と
の
定
期
受

付
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
、
物
品
の
製
造
や
販
売
、
買
入
、

役
務
の
提
供
等
に
つ
い
て
、
令
和
２
年

度
新
た
に
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る

町
内
業
者
の
方
の
追
加
受
付（
有
効
期

間
１
年
）を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　
令
和
２
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）。

　

必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
書
と
添
付

書
類
を
総
務
課
検
査
係
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
書
類
等
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

こ
と
は
、
総
務
課
検
査
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

廃
車
や
名
義
変
更
は
３
月
末
ま
で

総
務
課（
℡
72-

２
０
５
１
）か
ら

御
坊
税
務
署
か
ら

御
坊
税
務
署
内
の
申
告
書
作
成

会
場
の
開
設
に
つ
い
て

入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
受
付
は
３
月
１
日
か
ら

申
告
期
限
及
び
納
付
期
限

令
和
２
年
度　
南
部
長
寿
大
学

新
入
生
募
集
！

南
部
公
民
館（
℡
72-

１
４
０
０
）か
ら

て
は
、
御
坊
税
務
署（
℡
０
７
３
８ 

‐ 

２
２ 

‐ 

０
６
９
５
）へ
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
収
入
が
な
く

て
も
所
得
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す（
世
帯
主
は
、
国
保
加
入
者
で
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
国

保
税
の
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
）。

　
申
告
を
し
な
い
と
、
未
申
告
扱
い
と

な
り
、
国
保
税
減
額
の
特
例（
均
等
割

額
と
平
等
割
額
の
７
割
・
５
割
・
２
割

軽
減
）を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
所
得
が
無
く
て
も
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
後
、
す
ぐ
に
納
税
証
明
書
が

必
要
な
方
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
わ
れ
た
税
金
が

み
な
べ
町
に
入
金
さ
れ
る
ま
で
に
日
数

を
要
し
ま
す
の
で
、
領
収
書
か
通
帳
を

お
持
ち
願
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
の
町
内
保
育
所
・

幼
稚
園
の
入
所
申
込
み
に
つ
い
て
は
昨

年
10
月
末
を
も
っ
て
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
11
月
以
降
、
家

庭
の
状
況
が
変
わ
り
、
入
所
を
希
望

さ
れ
る
方
へ
の
追
加
申
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
た
だ
し
、
空
き
の
あ
る
施
設
・
ク
ラ

ス
に
限
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
施

設
の
空
き
状
況
等
を
必
ず
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
教
育
学
習
課
幼
児
教
育
室

申
込
み
受
付
期
間　
　
　

　
令
和
２
年
２
月
末
ま
で

　

町
で
は
、
２
月
13
日（
木
）か
ら
３

月
16
日（
月
）ま
で
の
期
間
中
、
申
告

相
談
と
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
期
間
前
の
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
告
相
談
の
く
わ
し
い
日
程
に
つ
い

て
は
、
今
月
の
広
報
紙
と一緒
に
お
届

け
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

農
業
、
漁
業
、
商
工
業
、
営
業
等

を
さ
れ
て
い
る
方
、
不
動
産
所
得
、
配

当
所
得
、一時
所
得
が
あ
っ
た
方
、
給

与
所
得
者
で
源
泉
徴
収
を
し
て
い
な
い

事
業
所
ま
た
は
市
町
村
に
給
与
支
払

報
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
事
業
所
に

勤
め
て
い
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い（
く
わ
し
く
は
、
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　

申
告
者
は
も
ち
ろ
ん
、
控
除
対
象

配
偶
者
、
控
除
対
象
扶
養
親
族
、
16

歳
未
満
の
扶
養
親
族
及
び
事
業
専
従

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で

す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、

申
告
手
続
な
ど
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
記
載
」と「
本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
添
付
」が
必
要
で
す
。

◦
本
人
確
認
書
類
の
具
体
例

①
個
人
番
号
カ
ー
ド（
両
面
）

②
通
知
カ
ー
ド（
※
）＋
運
転
免
許

証
ま
た
は
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証

※
通
知
カ
ー
ド
の
代
用
と
し
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
の
あ
る「
住
民
票
ま

た
は
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
」で

も
確
認
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

　

御
坊
税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な

方
は
、
直
接
御
坊
税
務
署
に
行
き
受

付
を
し
て
も
ら
う
か
、
申
告
書
を
郵

送
す
る
際
に
申
告
書
の
控
え
と
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
返

信
し
て
も
ら
って
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
過
去
に
提
出
済
み
の
確
定

申
告
書
等
の
コ
ピ
ー
が
必
要
な
場
合
は

税
務
署
への
請
求
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
方
法
や
手
数
料
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

くらし
の

情  報

幼
児
教
育
室（
℡
74-

３
７
３
８
）か
ら

令
和
２
年
４
月
か
ら
の

町
内
保
育
所・幼
稚
園
へ
の
入
所

（
２
次
）申
込
み
に
つ
い
て

国
保
加
入
者
も
所
得
申
告
を

忘
れ
ず
に
！

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び

町
県
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

税
務
課（
℡
72-

2
1
6
2
）か
ら

税
務
署
の
受
付
印
に
つ
い
て

本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に
つ
い
て

納
税
証
明
書
を

必
要
と
す
る
方
へ

申
告
義
務
の
あ
る
方
は
忘
れ
ず

に
申
告
を
！
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額
４
０
０
円
）を
加
え
て
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金（
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
）が
上
乗

せ
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は

　

田
辺
年
金
事
務
所（
℡
24 

‐ 

０
４
３
２
）ま
た
は
、
住
民
福
祉
課 

国

民
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
「
農
業
振
興
団
体
等
助
成
事
業
」に

応
募
し
ま
せ
ん
か
。

　
み
な
べ
町
農
業
振
興
協
議
会
で
は
、

活
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
み
な
べ
町
農
業

を
め
ざ
し
、
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
Ｐ

Ｒ
事
業
、
研
究
事
業
、
地
域
づ
く
り

事
業
の
取
り
組
み
に
対
し
て
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

町
農
業
の
活
性
化
を
図
る
よ
う
な

事
業
等
を
実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格

　

農
業
振
興
に
取
り
組
む
町
内
在
住

の
３
人
以
上
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

助
成
対
象
事
業
等

①
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動

②
地
産
地
消
の
取
り
組
み

③
食
の
安
心
・
安
全
への
取
り
組
み

④
研
究
事
業

⑤
そ
の
他
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
地

域
で
の
新
た
な
取
り
組
み

※
既
に
実
施
済
み
の
も
の
や
他
の
機
関

か
ら
の
助
成
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の

は
対
象
外
と
し
ま
す
。

事
業
実
施
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日

募
集
期
間

令
和
２
年
２
月
３
日（
月
）～

２
月
28
日（
金
）の
午
後
５
時
ま
で

提
出
書
類

　

事
業
申
込
書
、
事
業
計
画
書
、
予

算
書
な
ど（
提
出
書
類
の
用
紙
は
、
産

業
課
に
あ
り
ま
す
）。

選
考
方
法
等

　

農
業
振
興
協
議
会
で
書
類
に
よ
る

一
次
選
考
と
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
等
の
二
次

審
査
会
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
結
果
を
も
と
に
農
業
振
興
協

議
会
の
承
認
を
受
け
、
本
事
業
予
算

額
の
範
囲
内
で
助
成
金
交
付
の
可
否

し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
※
年
金
手
帳
、

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
が
必
要

で
す
）。

　
現
金
で
の
前
納
は
、
４
月
に
送
ら
れ

て
く
る
前
納
用
の
納
付
書
を
使
っ
て
納

付
し
て
く
だ
さ
い

※
現
金
納
付
の
２
年
分
前
納
は
、
住

民
福
祉
課
へ
申
込
み
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
事
前
申
込
み
の
締
切
り
は
、
３

月
31
日（
火
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

付
加
年
金
の
上
乗
せ
支
給

　

第
１
号
被
保
険
者
や
任
意
加
入
被

保
険
者
が
保
険
料
に
付
加
保
険
料（
月

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま
と

め
て
納
め
る
と
割
引
き
さ
れ
る
な
ど
、

様
々
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

早
割
制
度

　
口
座
振
替
日（
通
常
は
翌
月
末
）を

当
月
末
に
す
る
と
、
保
険
料
が
１
か

月
あ
た
り
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。
初

め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、
初
回
の
み
前

月
分
と
当
月
分
が
一
緒
に
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

前
納
割
引
制
度

　
４
月
か
ら
の
２
年
分
、
１
年
分
、
６

か
月
分
を
前
納
す
る
と
割
引
き
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
口
座
振
替
で
前
納
す
る

と
現
金（
納
付
書
）で
納
め
る
よ
り
も

割
引
き
さ
れ
ま
す（
下
表
の
と
お
り
）。

　
口
座
振
替
で
の
前
納
は
２
月
末
ま
で

に
申
込
み
が
必
要
で
す（
口
座
振
替
日

は
４
月
30
日
予
定
）。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２

月
28
日（
金
）ま
で
に
金
融
機
関
、
郵

便
局
、
年
金
事
務
所
の
い
ず
れ
か
へ
申

農
業
の
活
性
化
を
図
る
新
た
な

団
体
活
動
を
支
援
し
ま
す

産
業
課（
℡
72-

1
3
3
7
）か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の

割
引
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
福
祉
課（
℡
72-

2
1
6
1
）か
ら

　
　
本
貞
子
、
楠
本
榮
子

準
優
勝　

清
川

　
山
村
翔
万
、
山
崎
ミ
カ
ヱ
、
山
本
ヨ

シ
ヱ
、
下
角
靜
惠
、
大
垣
内
キ
ク
ヱ

　

令
和
２
年
３
月
14
日（
土
）か
ら
和

歌
山
線（
全
線
）と
き
の
く
に
線（
和
歌

山
駅
～
紀
伊
田
辺
駅
間
全
駅
）で「
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
定
期
券
」
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。通
勤・

通
学
や
お
出
か
け
、
お
買
い
物
が
ま
す

ま
す
便
利
に
な
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

相
続
手
続
の
簡
素
化
を
目
的
と
し

た
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
戸
籍
等
の
書
類
を

添
付
し
た
申
出
に
対
し
て
、
法
務
局
の

登
記
官
が
法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る

か
を
確
認
し
、
証
明
書
を
無
料
で
交

付
す
る
も
の
で
す
。相
続
登
記
の
ほ
か
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
の
払
い
戻
し
等
、

相
続
手
続
全
般
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
（
℡
０
７
３ 

‐ 

４
２
２ 

‐ 

５
１
３
１
）

日　
　

時　
３
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～

※
参
加
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
、
２
日

間
開
催
）

場　
　

所　

上
南
部
小
・
中
学
校
体

育
館（
予
定
）

参
加
資
格　
み
な
べ
町
に
在
住
、
在
勤

　
さ
れ
て
い
る
社
会
人
の
方

チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
６
名
と
し
、
必

ず
男
性
２
名
、
女
性
３
名
以
上
が

出
場
す
る
こ
と
。

申
込
期
間　
２
月
３
日（
月
）～

　
　
　
　
　
２
月
21
日（
金
）

申
込
先　

教
育
学
習
課
、
ま
た
は

各
公
民
館
へ
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
は
35
人
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

優
勝　

熊
岡
Ｂ

　
　
本
冷
子
、
森
岡
晴
美
、

及
び
金
額
を
決
定
し
ま
す（
助
成
金
の

限
度
額
は
上
限
50
万
円
以
内
と
し
、

助
成
率
は
対
象
と
な
る
経
費
の
10
分
の

９
以
内
と
し
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　
事
業
の
く
わ
し
い
内
容
や
書
類
の
提

出
は
、
農
業
振
興
協
議
会
事
務
局（
産

業
課
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

森
林
の
土
地
の
所
有
者
や
林
地
の

境
界
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
ま
と
め
た

林
地
台
帳
の
運
用
を
、
平
成
31
年
４

月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

林
地
台
帳
は
、
施
業
集
約
化
や
適

切
な
森
林
整
備
に
活
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

閲
覧
方
法　

窓
口
で
申
請
す
る
こ
と

で
、
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す（
個
人

情
報
を
除
く
）。

情
報
提
供　

森
林
の
土
地
所
有
者
な

ど
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

個
人
情
報
を
含
む
情
報
提
供
を
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
閲
覧
先

　
産
業
課（
℡
72 

‐ 

１
３
３
７
）

林
地
台
帳
の

運
用
開
始
に
つ
い
て

夜
間
男
女
混
合

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

和
歌
山
線
と
き
の
く
に
線
で

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
利
用
可
能
に

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

12
月
17
日
開
催

み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
結
果

教
育
学
習
課（
74-

３
１
３
４
）か
ら

Ｊ
Ｒ
西
日
本
紀
伊
田
辺
駅
か
ら

和
歌
山
地
方
法
務
局
か
ら

UME-1フェスタ in 梅の里みなべ

2月9日に開催します!
第5回グルメ甲子園・やにこい種と
ばし・軽トラ市・地域物産展を開催 
しますので、皆さんお越しください。
くわしくは、今月の広報紙と一緒に
お届けしたチラシをご覧ください。
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　おれんじの日（認知症カフェ）とは、認知症
の方や家族の方、地域の方、どなたにも気軽
に参加してもらい、温かいコーヒーなどを飲
みながら、ゆっくりとし
た時間を過ごしていた
だく日です。

　ふれ愛センターでは、毎日（金・土曜日の午後及び日曜・祝日を除
く）ボランティアによる喫茶を運営しています。
　月１～２回ほど、２時間程度、コーヒーなどを入れたり、みんなとお
話をしたりしてくれる方を募集しています（年齢は問いません）。
　最近はボランティアの方が減って、運営が難しくなってきています。
　人とのふれあいの大好きな方、ぜひご協力ください。

お問い合せ　ふれ愛センター保健師まで
　　　　　　（℡74－3337）

喫茶時間　
　午前９時～11時
　午後１時30分～３時

•子宮がん検診
•乳がん検診
•胃内視鏡検診
•肺がんCT検診

※申し込みをされていて、受診券が手元にある方は、
　早急に医療機関に予約をしてください。

　昨年、ミニドックやがん検診を受診して「精密検査
が必要」と言われたのに、まだ検査に行っていない
という方はいらっしゃいませんか。
　精密検査を受けないと、病気の早期発見と早期
治療ができません。早急に医療機関へ行って、検査
を受けてください。

2月のトレーニング教室

マタニティー＆ベビーサロン

医療機関でのがん検診
受診は令和２年３月31日まで!!

ミニドック健診で
精密検査が必要と言われた方へ

献血にご協力をお願いします

開催日	 ７日・14日・21日・28日の金曜日
	 18：00～21：00　
	 　トレーニングマシン等による自由運動
	 20：00～21：00 健康リズム体操（音楽に

　合わせて行う楽しい体操です。）
場　所	 はあと館（社会福祉センター）
対　象	 町内在住・在勤の成人の方

日　時　２月25日（火）10：00～11：30
場　所　ふれ愛センター
対　象　妊婦または小さなお子さんの保護者

※マタニティの方の出会いの場です。
　ベビーのママもどうぞ。

※献血の際、恐れ入りますが、
献血カードまたは本人であ
ることを証明できるもの（運
転免許証など）をお持ちくだ
さい。

２月25日（火） （南部ライオンズクラブ・町共催）
 	 9：00～10：30	 みなべ町堺漁港前駐車場
	 12：00～13：30	 井上梅干食品株式会社様前
	 14：30～16：30	 ホテル＆リゾーツ和歌山みなべ様

３月４日（水） （南部ライオンズクラブ・町共催）
	 9：00～10：30	 晩稲区民会館前
	 12：00～14：00	 ㈱梅一番井口様前
	 14：45～16：45	 ふれ愛センター 

　地元「わかやまのおばちゃん」こと、桂枝曾
丸さんが、『笑い・健康・支え合い・助け合い』
をテーマにこれからの時代を自分らしく、楽し
く生きていくための考え方をユーモアたっぷ
りの和歌山弁でお話してくれます。
　日々を楽しく暮らすためのコツが見つかる
かも。
　みなさん、ぜひお越しください。

桂
かつら

　枝
し そ ま る

曾丸さんの元気講演会
～ずっとみなべ町で、ともに元気に暮らしたい～

ふれ愛喫茶 おれんじの日

　　『ふれ愛喫茶』ボランティア募集

■日　時	 令和２年２月１３日（木）　
	 午後2時～午後３時３０分
■場　所	 ふれ愛センター　プララホール
	 （東本庄100番地）
■講　師　桂　枝曾丸さん（落語家）
■共　催　役場健康長寿課、みなべ町社会福祉協議会
■お問い合わせ先
	 みなべ町社会福祉協議会（℡ ７２－５６１１）

■日　時　令和２年２月１０日（月）　
　　　　　午後１時３０分～午後３時頃
■場　所　ふれ愛センター内
■参加費　無料（お飲み物（100円）は自己負担でお願い
	 します。）
　今月は	 ☆認知症に関するミニ講座
	 ☆懐かしい歌をうたって、みんなで楽しみましょう
※申込みの必要はありません
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2月のテーマ展示
「天皇と日本の誕生」

　2月11日は「建国記念の日」、23日は令和最初
の「天皇誕生日」です。
　この機会に、日本ついて考えてみませんか。

「皇室関連」と「日本誕生」に関する本をご紹介
します。

「お菓子にうっとり」
　２月14日はバレンタインデー。
　プレゼントは決まったかな？
　あんなお菓子や、こんなお菓子、いろいろな本を
読んでいたら、作るより食べたくなってしまうかも!？

　みなさんにご提供いただいた図書による、リサイ
クルフェアを行います。
　ご自由にお持ち帰り、ご活用ください。
期 間 ２月１日（土）～ ＊なくなり次第終了します。
場 所 ゆめよみ館 １階　展示コーナー

　今年も、紀南六校の学校図書館の皆さんに、お
すすめの本とPOP（ポップ）の展示をしていただき
ます。各校の図書館通信も見ごたえありです。
　どうぞご覧ください。
期 間 ２月15日（土）～24（月・振替休日）
場 所 ゆめよみ館 １階　展示コーナー

『くらべてわかる　北斎VS広重』
内藤正人 著（敬文舎）

　『冨嶽三十六景』の作者・葛飾北斎と、『東海道五十三
次』の作者・歌川広重。現在でも根強い人気を誇る浮世
絵の代表的存在です。
　本書では、二人の作品を風景画・花鳥画・美人画など
のジャンル別にわけて見比べ、表現の違いを浮かび上
がらせています。浮世絵ファン必見の一冊です。

2階

1階

こんな本、いかが?

今月のオススメ 

図書リサイクルフェア

POP大賞展

そのほかにこちらも 
心
を
強
く
す
る

サ
ー
シ
ャ・バ
イ
ン 

著

（
飛
鳥
新
社
）

天
気
の
子

新
海
誠 

著

（
角
川
文
庫
）

友
だ
ち
を
や
め
た
二
人

  

今
井
福
子 

作

い
つ
か 

絵

（
文
研
出
版
）

今月のオススメ 

町民の皆さんが普段の生活の中で、抱えている悩
みや困りごとを相談員の方に相談できる窓口です。

■人権・行政・登記相談
　◯2月14日（金）13：30～15：30
　　みなべ町役場

■消費生活巡回相談
　◯２月６日・20日(木)13:00~15:00
　　みなべ町役場

■農業資金相談
　◯2月26日(水)13：00～16：00
　　みなべ町役場
　○申込先　産業課（℡ 72-1337）
　　※個別相談のため、事前申込が必要です。
　　　【2月21日（金）まで】

■生活お困り相談
　◯2月25日（火）13：30～15：30
　　みなべ町役場

■教育相談
　◯教育学習課
　　⃝学校は、℡ 74-2191へ。
　　⃝幼稚園、保育所、学童保育所は、℡ 74-3738へ。

■暮らしなんでも相談（町社協）
　◯毎週月～金曜日9：00～16：00
　　はあと館
　
■身近な民生委員・児童委員さんにご相談を

　民生委員・児童委員は相談内容に応じて必要
な支援が受けられるように行政や関係機関につ
ないでくれます。
　また、児童福祉を専門とする主任児童委員も
います。
お問い合わせ先  住民福祉課（℡ 72-2161）へ。

■県による巡回職業相談
　◯2月14日（金）13：00～15：00　
　　南部公民館

相談員が求人情報を提供、また求職の相談を受
けます。くわしくは、日高振興局企画産業課（℡
0738-24-2911）へ。

■田辺年金事務所年金相談
◯2月8日（土）9：30～16：00
　同事務所（田辺市朝日ヶ丘 ℡ 24-0432）へ。
ねんきんダイヤル　0570-05-1165

（IP電話・PHSからは℡03-6700-1165へ）
月曜日　　　午前8：30～午後7：00
火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00
※月曜日が祝日の場合は翌日以降の開所日初日

に午後7：00まで相談をお受けします。
※祝日（第2土曜日を除く）、12月29日～1月3日

は休み。

■延長窓口実施日時
　◯毎週木曜日 17：15～19：00
　　（年末年始、祝日は除く）
■開設場所　　住民福祉課
■交付できる証明書　　
　◎住民票の写し ◎印鑑登録証明書
　◎マイナンバーカードの交付
■連絡先　住民福祉課 ℡ 72-2161

夜 間（土曜日）・小児救急診療所

延 長 窓 口

◯毎週土曜日18：00～21：30
　（年末年始、祝日は除く）
　田辺市高雄一丁目23-1
　（田辺市民総合センター内）℡ 26-4909へ

各 種相 談
など

　住民福祉課では、平日の開庁時間に来庁
できない人のために、時間外に証明書などを
発行します。
　サービスを利用される場合は、必ず当日の
午後5時15分までにご連絡ください。

ゆめよみ館は祝日も開館しています

	１日（土）	わくわくタイム（10:30～）
	 	おはなし会（14:00～）
	 	図書リサイクルフェア
	３日（月）	休館
	８日（土）	おはなし会（14:00～）
10日（月）	休館
15日（土）	おはなし会（14:00～）
	 	ＰＯＰ大賞展（～24日）
17日（月）	休館
22日（土）	ビデオ上映会（10:30～）
	 	おはなし会（14:00～）
25日（火）	休館
27日（木）	ちいさいひとのための
	 	おはなし会（0～3歳）
	 	（10:30～）
28日（金）	休館（館内整理日）
29日（土）	おはなし会（14:00～）

ゆめよみ館
2月のカレンダー

上南部分館 おはなしの会
2月8日（土）午前１０時３０分から
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～久々の再会を喜び合って～

令和２年 みなべ町成人式

12月中の異動
出生	 2人
死亡	 24人
転入	 14人
転出	 13人
高齢化割合
（６５歳以上）３１．9％

人 の うご き

12月届出分（敬称略）（了承をいただいた方だけを掲載しています）

	 12月末現在	 （前月比）
	 男	 ５，９５６人	 （－12人）
	 女	 ６，６29人	 （－9人）
	 人口	 １２，585人	 （－21人）
	世帯数	 ４，８16世帯	 （－8世帯）

みなべ町HP


